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アジアは近年目覚ましい経済成長を遂げており，
主要な国である中国，インド，ASEAN諸国で約
30億人と世界最大の市場となっている。2015年12
月31日には市場統合などを目指して ASEAN 共
同体が創設された。既に関税撤廃は進んでおり，
域内間での経済活動の活発化が見込まれる。こう
した外部環境下で，アジアにおけるビジネスチャ
ンスは今後も拡大が見込まれ，アジアでのビジネ
ス経験は今後のグローバル時代を生きるビジネス
パーソンに必要不可欠なものになると考えられる。
本書は，著者が1980年代から長年にわたりアジ
アでビジネスを実践してきた経験を基に，アジア
でビジネスパーソンとして働くために必要な心構
えやマネジメント・リーダーシップについて考察
した書である。著者の田中氏はこれまでイオンス
トアーズ香港の創業，経営難に陥っていたイオン
マレーシアを25年以上連続黒字企業に再建するな
ど中国・アセアン事業の第一線で活躍してきた。
本書は，次の通り，序章を含む6章から構成さ
れている。
序 章 ｢世界基準の日本人マネジャー」が育つ
のはアジアだ！
第1章 アジアで思いっきり成長するための「5
つの法則」
第2章 「信頼されるマネージャー」になるため
の最初の一手
第3章 アジアで求められる「リーダーシップ」
第4章 アジアでゼロから「生きた組織」を作る
第5章 自分が去っても，ますます発展する組織
を作る
序章は，グローバル化が進む中，これからのビ
ジネスパーソンに求められるのは，日本とそれ以
外の「2つのマーケットで活躍する人材」になる
ことであり，それに最適な市場がアジアだと論じ
ている。なぜなら，アジアではダイバーシティの
中でマネージャーとして仕事をすることになる。
それが早期からリーダーとしての「マネジメント
力」を育成することにつながる。その経験によっ
て，アジアのみならず，日本，そして世界におい
てもリーダーシップを発揮することができるビジ
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ネスパーソンになるというのだ。
また，日本人は日本から離れたことがない「在
日日本人」から「脱・在日日本人」になる必要が
あるとし，実は日本から離れるほどより日本人的
になると論じている。つまり，グローバルという
のは無国籍になることではなく，「自分がどこか
ら来て，何者なのか」に自覚的になり，より「日
本人」としての自覚に目覚めるということなのだ
という示唆を示している。
1章は，ビジネスパーソンがアジアで成長する
ための5つの法則を示している。それは，自分の
意志で手をあげる，年に1つ「自慢話」を作る，
トップの思考をシミュレートする，交渉に挑む前
に「枠」を取っておく，高い「志」を持つ，の5
つである。その中の1つ「交渉に挑む前に「枠」
を取っておく」は，現地で交渉する際に自分の裁
量で判断する「裁量権」をあらかじめ上司と交渉
して握っておくということだ。日系企業の駐在員
が抱える課題の1つとして，現地での裁量権があ
まり与えられておらず，本社に何度も確認をする
必要があるという点が挙げられるが，それを未然
に防ぐ現実的な策を提示していると言える。
2章は，赴任地の社員から信頼されるためのさ
まざまな実践的な処方箋を提示している。例えば，
語学力は必要であるが，それよりも現地社員の信
頼を勝ち取ることがより重要であると述べる。現
地社員とのコミュニケーションを円滑にするため
に，カタコトでも広東語やマレー語など赴任先の
国・地域の言語を学び，そのおかげで窮地を切り
抜けた実例などが紹介されている。その他にも，
「上から目線」にならずに，謙虚な姿勢で現地の
人をリスペクトする姿勢が重要，現地の人と目線
を合わせるために一緒に食事をするなどすぐに実
践可能な提案がなされている。
3章は，アジアで求められるリーダーシップに
ついて，リーダーの資質，信頼できるパートナー，
人の見極め方，人脈形成方法などの観点から論じ
ている。アジアで求められるリーダーの資質とし
ては，経営理念や事業目的など「自分たちの組織
の目的」を明確に自覚していることの重要性を挙
げている。リーダーであれば，経営理念が自分個
人の哲学としても根付いているかどうかが問われ
るということだ。また，アジアでは，正直に話す
ことが求められるが，「割腹（腹を割って話すこ
と）」をしてはならないなど日本人が陥りやすい
注意点についても具体的に提示されている。
4章では，アジアにおける組織づくりについて
論じている。自分をサラリーマンではなくオーナ
ー，起業家として考える，現地社員の人材育成に
注力する，信賞必罰のルールを徹底するなど現地
でのマネジメントの勘所を押さえた提言がなされ
ている。ジョブホッピングも前向きにとらえるな
ども含め，本章を通じて日本で働く場合とは異な
るマインドを持って組織づくりや組織のマネジメ
ントを行う重要性を指摘している。
5章は，立ち上げた組織を発展させるために必
要な経営について論じている。筆者は企業とそこ
で働く社員の「コア」を明確にした上で，最終目
標は会社を「現地化」することとし，経営の現地
化と資本の現地化の2段階を示している。経営の
現地化とはローカル社員が経営を担うことで，資
本の現地化は企業の株式を上場することと定義さ
れている。最後に，経営にとって最も重要なこと
は人事であり，人事の要は教育であるとして人材
教育の重要性を訴えている。
本書の示唆するところは大きく，ここでは主に
以下の2点を取り上げたい。
第一に，日系企業がアジアや海外で抱える問題
点が客観的かつ著者の経験から鋭く指摘され，著
者自身の経験からいかにそれを回避できるかとい
う対応策についても具体的に提示されている点で
ある。例えば，日系企業の現地法人における権限
委譲や意思決定のスピードの問題，現地社員をリ
スペクトすることの重要性など枚挙にいとまがな
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い。アジアでは，欧米系企業や韓国・中国系企業
などとの競合が激化しており，現場での迅速な意
志決定は商取引に大きな影響を及ぼすことが多い。
本書で提示されている課題と対応策は，日系企業
のアジア展開における組織作りを再考するきっか
けとなると共に，今後アジアに赴任するビジネス
パーソンにも大きな示唆を与えるものである。
第二に，ビジネスパーソンが現地で必要なスキ
ルのみではなく，リーダーとして必要な心のあり
方や組織としての理念のあり方の重要性について
の指摘である。その根底に流れているのは著者自
身の経営哲学と言えるものではないか。著者が最
後に述べている「士は己を知る者の為に死す」と
いう言葉が端的にそれを表している。その言葉を
筆者は「一個人としての利益や損得を超えて，自
分が関わる人々のために力を尽くすということが，
高潔な人物の振る舞いだ」と解釈する。実際に，
マレーシアへの赴任の際には，同国で最も尊敬さ
れる企業になるとし，マレーシアの流通近代化へ
の貢献や日本企業としてのマレーシアへの貢献を
企業理念として掲げている。
アジアを含め海外では，日本とは異なる環境に
いるからこそ，自分が何者であるかという自分の
軸を持ち，この組織は何のためにこの国でビジネ
スをするのかという企業理念や事業目的を明確に
することが求められる。そうした意味において，
リーダーとして必要な心のあり方や組織としての
理念のあり方の重要性を説く主張は傾聴に値する。
本書の簡潔な紹介は以上であるが，アジアや世
界でのビジネス経験を積みたい若手ビジネスパー
ソンや学生，またアジアへの赴任を控えた方々に
は是非お薦めしたい良書である。
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